
標準準拠システムが利用できる自治体内情報活用サービスは、
同一自治体内における業務・システム横断的な住民データの円滑な活用を可能にする。

自治体内情報活用サービスが実現すること

これまで（標準化前） 今後目指す姿

標準準拠システムのデータを、
用途に応じて業務・システム
横断的に抽出・加工できる

システム/用途ごとに
住民データを
抽出・加工している

自治体が保有する
データの利用にあたり、
サービス提供のための
システムと個別調整が
必要

自治体内情報活用サービスを
通じて、住民データを様々な
システムに円滑に連携できる

自治体A領域

自治体内情報活用サービス

ガバメントクラウド

標準準拠システムは、
データ要件に関する標準仕様
（基本データリスト）に適合
することにより、
住民データを公共サービス
メッシュに円滑に連携できる
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